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府立泉鳥取高等学校
校長　橋本　敏和

令和３年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	　生徒の持てる力や可能性を最大限伸ばす「創造力を育む学校」をめざす。
１　地域やグローバルな社会を『たくましく生き抜く力』の基となる「豊かでたくましい人間性」の涵養
２　地域やグローバルな社会を『たくましく生き抜く力』の基となる「基礎体力」・「確かな学力」の定着
３　将来の生き方をデザインし、自ら学び続けることができる生徒の育成
４　自ら学び続ける教師集団の確立　



２　中期的目標
	１　地域やグローバルな社会を『たくましく生き抜く力』の基となる「豊かでたくましい人間性」の涵養
（１）安全安心な学校生活。
ア　生徒をより深く理解するために、「高校生活支援カード」「個人面談週間(４月･６月･11月)」等を活用する。
　また、「学年会議」等で、生徒情報を共有化し、中退やいじめの防止に努める。
· 生徒の「悩みや相談に親身になって応じてくれる先生が多い」（H30:62.7% R１:59/２% R２:58.9％をR５年には70％にする）
· 保護者の「学校は親身になって相談に応じてくれる」（H30:62.7% R１:59/２ R２:67.8％をR５年には75％にする）
· 生徒相談室の利用方法を周知する(生徒向け：ポスターの作成や生徒相談だよりの発行。保護者向け:長期休暇中の指導や保護者メールなどによる情報提供)
　イ　部活動を通して多くの生徒に成功体験を積ませる。
　　※　生徒の「学校は部活動が活発になるよう取り組んでいる」（H30:50.4% R１:41.8% R２:43.4％をR５年には65％にする）
（２）主体的に多様な人と協同しながら学ぶ態度を養う。
ア　校外での活動で生徒が活躍できる場を提供する。
イ　基本的な生活習慣の確立。
· 生徒の「普段から遅刻しないよう心掛ける」（H30:79.9% R１:78.0% R２:79.5％をR５年には85％にする）
ウ　生徒が学校行事を自主的に企画・運営することで達成感を実感させる。
エ　地域社会や学校の一員としての自覚と責任感を持ち、愛校心及び他者を思いやる心を養う。
※　コミュニケ―ション能力については、その向上のために、授業・HR・特別活動、またｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ｶﾌｪ等の新たな体験的な取組みなどを活用しながら以下のような段階を踏む工夫をしながら取り組む。
①あいさつ：相手にアクセスする　②自分の意志を伝える　③相手を理解する　④周りの状況が分かり、その中での相手と自分を理解する　
⑤社会の規範を理解した上で、社会とコミュニケーションできるようにする。
（３）学校施設等の諸条件の整備と防災教育。
ア　学校施設等の諸条件の整備。
イ　防災教育や危機管理体制を再構築する。

２　地域やグローバルな社会を『たくましく生き抜く力』の基となる「基礎体力」・「確かな学力」の育成
（１）「学ぶ楽しさ」「わかる喜び」生徒のやる気を引き出す。
ア　ICT活用と言語活動をキーワードに、「学ぶ楽しさ」「わかる喜び」で、生徒のやる気を引き出す。
· 教員の「ICTを使って授業を展開している」（H30:68.9% R１:72.0% R２:85.7％をR５年には90％にする）
イ　少人数展開授業をはじめ、各授業や講習、補習の充実を図り、基礎基本の定着に努める。
※　生徒の「内容がわかりやすい授業が多い」（H30:63.5% R１:64.1% R２:60.7％をR５年には80％にする）
（２）生徒に「知能・技能」「思考力・判断力・表現力」の育成。
ア　生徒の多様な学びの要望に応えるカリキュラムや課外プログラムの提供に努める。
イ　生き抜いていく基となる資格取得を進める。
ウ　あらゆる科目において、「考える」「まとめる」「発表する」参加体験型のアクティブラーニングを研究する。
· 生徒の「学習の評価は、テストの点だけでなく、生徒の努力や授業に取り組む姿勢等を含めて行われている」（H30:75.9% R１:72.2% R２:72.6％をR５年には85％にする
　　※　学校運営協議会の提言を参考にし、人材をうまく活用できるよう、組織作りについては、地域人材、地域の教育資源(各種教育機関等)との連携を意識すると共に、「イングリッシュ・カフェ」などの地域連携企画を継続発展させ、学校・家庭・地域との連携・協働・活性化、小・中・大・専門学校・事業所・関係諸機関とのより一層の連携・協力を通じて効果的な教育活動を行い確かな学力の向上に努める。また、コミュニケーション能力の向上に努める。
１）大学・専門学校等での授業体験や学生の教育ボランティアの導入などで効果的な学習に取り組める環境づくりと高大連携の推進を図る。
２）インターンシップをより一層充実させるなど、職業指導やキャリア教育の推進を図る。
３）様々なメディアを活用して教育力向上に努め、家庭・地域・小中学校等への積極的な発信に努める。
４）カリキュラム・マネジメント、授業力の向上のための具体的組織づくりに取り組む。
５）あらゆる科目において、生徒の「考える」「まとめる(統合)」「発表(発信)する」力等の生徒の学びの質の向上に取り組む。特に、授業時間の確保や探究、朝学習などの活性化に取組む。

３　将来の生き方をデザインし、自ら学び続けることができる生徒を育成
（１）キャリア教育プランの実行。
ア　３年間のキャリア教育プランに基づき、１年次から進路意識の高揚を図り、生徒個々が将来の生き方をデザインする。
· 生徒の「将来の進路や生き方について考える機会がある」（H30:68.1% R１:69.9% R２:63.8％をR５年には80％にする）
イ　１年次より外に出かけ、進路を意識する機会を提供する。
ウ　「学力向上のためのプロジェクトチーム」の取組みを通して、将来を見据えて継続的に頑張ることができる生徒を育てる。
エ　あらゆる教育活動を活用し、生徒や保護者へのきめ細やかな情報の提供を行う。
· 生徒の「先生は進路についての情報を良く知らせてくれる」（H30:69.0% R１:65.8% R２:62.6％をR５年には80％にする）
オ　卒業時の進路未決定者の割合を減らす。（H30:12.0% R１:5.0% R２:5.0％をR５年には０％にする）
（２）アセスメントの活用。
ア　基礎教養の定着度や「個々の強み」を知るために、アセスメントを活用し、一人ひとりが持てる力を伸ばし、進路実現を図る。
※　生徒の「自分の学力の向上を実感している」（H30:56.1% R１:49.2% R２:47.6％をR５年には70％にする）
（３）入学前から生き方プランを考える機会を提供する。
ア　本校で頑張りたいと思う生徒が入学できるように広報活動を行う。
イ　「スポーツフェスティバル　in イズトリ」の継続実施により、様々な活躍の場があることを示す。

４　自ら学び続ける教師集団の確立
（１）授業改善のための学び合い。
ア　外部の力を活用した研修を行い、自ら学び続ける教師集団を育む。
· 教員の「私は、学校の教育活動について、教職員で日常的に話し合っている」（R２年の77.6％をR５年には100％とする）
イ　外部の研修に参加しやすい職場環境を保持し、研修で得た情報や知識を校内研修で共有し還元する。
ウ　授業観察及び相互の意見交換を行うことで自ら授業改善に取り組む。
※　生徒の「他の先生が授業を見学に来ることがある」（H30:59.7% R１:66.7% R２:52.6％をR５年には80％とする
（２）教員が本校生徒、学校の実情を知る。
ア　情報交換の場を設けることで交流を促す。
· 教員の「若手教員と先輩教員の交流を定期的に実施している」（H30:42.2% R１:51.0% R２:49.0％をR５年には70％とする）
イ　ミドルリーダーの自覚を促し、学校の活性化に向けての取組みを立案させる。
· 教員の「学校教育計画・学校経営計画の重点目標に照らして目標を設定し教育活動を行う」（H30:53.3% R１:66.0% R２:79.6％をR５年には85％とする）

５　働き方改革に関する取組
（１）業務改善の推進
ア　学校行事や会議、打合せ等の見直し、会議や打合せ等の効率化、事務の電子化等の合理化を図る。（R３は職員会議の回数を20回以内に抑える）
イ　部活動の負担軽減
※ガイドラインの作成、土日の活動はどちらかにするなどのルール作り
ウ　勤務時間に関する意識改革と時間外勤務の抑制
※　出退勤時刻の適正管理、時間を客観的把握と必要に応じた指導・助言、会議や打合せ等が勤務時間外に及ばないよう留意する。（月80h以上の超勤者０人）
　　　エ　学校を支援する人材の確保
※　学校の教育活動を支援するボランティア等の外部人材を積極的に活用する。（教育ボランティアの募集、来てもらっているカウンセラーの活用促進、スク
ールソーシャルワーカーの導入、福祉協議会、NPO団体などの活用、TNET等の英語専科を担当する教師などの活用、部活動指導員、スクールサポートスタ
ッフなど，多様なスタッフの配置促進)



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析[R３年12月実施]
	学校運営協議会からの意見

	学校経営計画が、どのように取り組めているかが分かるよう各質問項目を選び、経年変化を考察する。（生：生徒　教：教員　保：保護者であてはまる％を記載）なお、今年度は質問項目を精選しており、昨年度と質問項目が変わっている部分については、近似した項目を並列している
１　確かな学力　○わかりやすい授業を拡充・展開する  R３年 （R２・R１年）　                                                                        
生「自分の学力の向上を実感している」　　　　　　　　54.1％（48%・49%）
教「授業は、基礎学力の向上に重点を置いている」　　　　 　 （94%・96%）
教「基礎・基本を明確にし、教材の精選・工夫を行っている」　　　　100％
保「子どもの基礎学力が向上したと感じる」　　　   　　   （59%・57%）
保「子どもは、授業が分かりやすく楽しいと言っている　62.1％
プロジェクター導入以降、ICTの活用、参加体験型を多く取入れ、意欲を向上させるように工夫していることが功を奏し、教員の実感や保護者の手ごたえ、生徒の実感について、徐々に評価が向上している。（※保護者発問「子どもの基礎学力が向上したと感じる」は変更した）

２　安全安心な学校　○生徒に寄り添う生活指導　　　　 Ｒ３年（R２年・R１年）
生「悩みや相談に親身になって応じてくれる先生が多い」 66.8％（59%・59%）
教「教職員は生徒の意見をよく聞いている」　　　　　　 88.9％（84%・84%）
保「学校は、親身になって相談に応じてくれる」　　　　　　　　（68%・69%）
保「保護者の相談に適切に応じてくれる」　　　　　　　　88･1%
今年度も懇談会や「支援カード」等を活用しながら丁寧な対応をした。
保護者の発問は今年度より「保護者の相談に適切に応じてくれる」に変更した。日ごろからのこまめな連絡と相談を実践した結果、肯定的意見が大幅に向上している。
３　将来の生き方デザイン　○系統的なｷｬﾘｱ教育  　　　 　Ｒ３年（R２・R１年）
生「１年の頃から進路に関心を持てる授業が行われている」        （57%・61%）
生「将来の進路や生き方について考える機会がある」     　　80.4％
教「学校は１年からｷｬﾘｱ教育の目標を設定し、実践している」 86.1％（63%・55%）
保「懇談等で１年時から進路に関して具体的に先生と話をしている」　　　（57%・59%）
保「進路指導で家庭との意思疎通をきめ細かく行っている」　 77.2％

１年からのキャリア教育については、昨年度まで生徒・保護者ともに減少をしていたが、今年度発問項目を変更したうえ、日常のこまめな連絡相談体制を構築した結果、大幅に数値が向上している。

４　教員の育成（資質向上）　○校内教員研修の充実    　R３年（R２年・R１年）
生「他の先生が授業を見学にくることがある」　　　　　　57.6％　（53%・67%）
教「研究授業を定期的に実施している」　　　　　　　　　　　　　（7% ・ 7%）
　若手教員と先輩教員の交流を定期的に実施している。　　63.9％
保「先生は、一社会人として適切な対応ができている」       　　（69%・69%）
保「先生は、すべての教育活動において、生徒の人権を尊重　　　84.8％
する姿勢で指導に当たっている」

教員の資質向上については、今年度人権意識の向上をはかることを主な目的として研修等を実施、また日常の取組みとしても、人権尊重の観点を強調しつつ指導を行った結果、人権尊重の姿勢についてはおおむね良好な評価が出ている。また、相互の教育力については、昨年度より微増している。

	第１回（６月11日　新型コロナの影響で書面開催）
＜各委員からの提言・感想＞
　・生徒が楽しく学べる環境づくりを引き続き進めていただきたい。（地域住民）
　・学校教育自己診断の評価項目「教え方にさまざまな工夫をしている先生が多い」に肯定的意見が75％以上という結果が出ている。先生方が日々の授業を大切にして、生徒に力をつけようとする姿勢が感じられる。自らの園でも意識して取り組んでいきたい。（学校運営）
　・魅力的な学校づくりの一環として、卒業後の進路がある。在校生のモチベーションにも影響するし、中学生の進路選択の際に大きな材料となる。本日の報告を読むと、各分掌が大変細かく丁寧な指導・見守りが行われていることがわかる。「卒業後の進路」は進路だけでなく教務や生徒指導等を含めた学校総体のスローガンとしてイズトリの魅力になりうるのではないか。（学識）
　・目指す学校像が素晴らしい。しっかりと中間目標もありわかりやすい。（地域住民代表）
　・前校長により、様々な提言があり、実行していただいて、子どもたちが楽しく過ごしている。高校は義務教育ではないので、難しいところのある中で、高校生活がどれだけ大切かを職員の皆さんの協働が目に見えるようだ。（保護者代表）
　・質問だが、ヤングケアラーの存在はどうか？コロナ禍で様々な家庭事情があって、アルバイト等に力を入れざるを得ない生徒はいるか。社会情勢が落ち着かない状況だが、一人一人を大切にできる学校であってほしい。（学校運営）
　・予想されたとはいえ、80名の定員割れはやはり残念。コロナ禍による様々な制約が状況の悪化に拍車をかけているが、そのような困難な状況に関わらず、生徒指導を含めた教育に大変熱心に指導していることに敬意を表したい。（学識）
　　令和3年度学校経営計画については、文書によって全会一致で承認。

第２回（11月５日）
＜協議事項＞
　※本校が改変の対象となり、令和４年度の入学者選抜を最後に生徒の募集を停止し、府立りんくう翔南高等学校に機能統合を行うことが府教育委員会より発表。この件について、校長より経緯を説明。

・少子化という状況の中で、閉校が都会においてもどんどん起きている。特殊な状況ではなく一般化してきている。その中で、生徒がきっちりと高校生活を送れるか、ということをいかに維持していくかが最大の使命だと思う。皆さんの意見を聞かせていただきたい。（委員長、学識）
・前回の受験がどういう結果になるか興味を持っていたが、非常に残念ながら大きく定員を割ってしまった。最寄りの中学校として非常に多くの生徒が面倒を見てもらっているので、亡くなっては困る、と市長や教育長に頑張ってもらった。現在の中3生の進学に大きな影響はなく、多くの生徒がお世話になると思う。この状況で何か特別なことを発想してしまうのかもしれないが、本来のやるべきところ、皆さんがめざしているところをしっかりやっていくべき。（学識）
・校長から電話で報告いただいたとき、大変驚いた。これまでも、社会福祉協議会は深いつながりを持っており、授業でも地域住民とコラボレーションをしている。地域として大変驚くと共に、悲しい思いもしている。泉鳥取高校でこれまで大切にしてきたものを、りんくう翔南に統合されても引き継いでほしい。（地元住民）
・泉鳥取高校生がいなくなる、というのは、阪南市にとってかなりの損害になってくると感じている。少子化の中で、こうした統廃合はこれからももっと増えてくると思われる。現在在籍している生徒が社会に出て頑張っていけるという教育をしっかりやっていただけたら良いと思う。（地域住民）
・学校の役割は、生徒を教育するのみならず、地域にとって非常に大きな意味を持っている。一つ一つの大学、高校、中学校から小学校までそれがなくなっていくということは、単に数合わせの話でいかれると非常に具合が悪い。地域をどう生かすか、住んでいて価値あるものにしていくか、という観点で教育政策は行われるべき。泉鳥取高校も1年ずつ減っていくのは大変寂しいが、先生方は最後の最期までこの学校に来て本当に良かったと思って卒業してくれるようにやり遂げたら、他の現場でもそれを生かすことができると思う。（委員長、学識）

第３回（１月21日）※オンライン開催

＜協議事項＞　令和３年度学校経営計画の評価について
　　①学校教育自己診断について
　　　・12月の診断は、生徒・教職員は学習支援クラウドサービスで回答、保護者にもインターネットサイトでの回答を依頼した。
・年度当初に重点項目とした以下の３点について、いずれも昨年度よりも評価が向上している（学校教育自己診断の項目参照）。
　　・「確かな学力」については、昨年度より７ポイント向上し、66.8％となった。
　　・「生徒に寄り添う生徒指導」については、昨年度9％だったが、今年度66.8％と７ポイント向上した。
　　・とりわけ「将来の生き方・キャリア教育」については、これまでに6割程度であったが、今年度80.4％と劇的に向上している。
　　・人権教育に関しておおむね良好な結果となっている。
　⓶授業アンケート
　　・今年度は７月と12月に実施、12月は７月に比べ、若干評価が低下しているが、授業の進み方や生徒と教職員との関係で想定内。年度平均は3.15であり、昨年度の3.05より0.1ポイント向上している。
＜質疑・応答＞
・授業のわかりやすさ等、パーセンテージの伸びが大きい項目が多い。と　　りわけ地域の方からの評価を高く受けていることに注目。泉鳥取高校への関心や期待が高まっている（地域）。
　　・普段の教職員の活動が効果的で、子どもたちの学力が向上しているのは良い傾向だ（地域）。
　　・自己診断の評価が向上していることはよいことだが、資料を作成する場合、やはり見やすく作っていただかないと、せっかくの成果がわかりづらくなる。学校評価の向上には、まず教職員に同じ方向を向いてもらうことが大切で、ここが一番難しい。最も大切なのは子どもたちの数字。この数値の扱いを大切にしてほしい（教育関係）。
　　・質問だが、集約されるのが楽しいと感じている生徒の比率がなぜ高まったのだろうか？コロナ禍が関係しているのか、全員がタブレットを持っているためか？（学識経験者　委員長）。
　　・コロナの影響もあり、生徒や保護者とまめに話ができた。接触面積が広がったことが信頼醸成に大きな力となった（教頭）
[bookmark: _GoBack]　　・機能統合・廃校ということは滅多にないことで、どう作用するかわからず、なかなか経験することができない。逆にそのことをエネルギーに転化できれば今までにない力が出せるのではないか（学識経験者）。

　　令和3年度学校経営計画の評価については、前会一致で承認された。




３　　本年度の取組内容及び自己評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１地域やグローバルな社会を『たくましく生き抜く力』の基となる
　　　　　　　　　　　　　　　　　「豊かでたくましい人間性」の涵養
	
（1） 安全安心な学校
生活。










（2） 主体的に多様な
人と協同しながら学ぶ態度を養う。







（3） 学校施設等の諸
条件の整備と防災教
育
	
（１）ア　「高校生活支援カード」を「個人面談週間」等を活用しながら保護者との連携を密にし、生徒の理解を深める。
イ　新入生に「部活動体験」を工夫する等、部活動加入率の向上を図る。
ウ　生徒自身が学校を大切に思い、清潔で快適な学校生活を送れるよう努力する。また、安全安心に配慮しながら校外学習や修学旅行なども工夫する。




（２）ア　年間を通してボランティア等への積極的な参加を推進する。
イ　生徒への声掛けを励行する。また、教員が登下校時の指導・見守りに当たるなど遅刻防止等の指導方法を検討する。それらのことにより、生徒の規範意識を高めるとともに遅刻者数を減らす。
ウ　学校行事で生徒が前面に立った運営を行う。
エ　「乗車マナーキャンペーン」「地域清掃」「農園活動」等の継続実施で地域とのつながりを密にする。





（３）ア　基本的な施設の点検、改修等を継続する。
　また、継続して進路指導室の充実を図る。




イ　災害等に備える知識と対応する力を生徒が身に付けるための防災教育に取り組む。

	・学校教育自己診断
（１）-ア　生徒の「悩みや相談に親身になって応じてくれる先生が多い」70％以上 [58.9%]、保護者の「学校は親身になって相談に応じてくれる」70％以上 [67.8%]
（１）-イ　部活動加入率の10％増加 [19.5%]
生徒の「学校は部活動が活発になるよう取り組
んでいる」60％以上 [43.4%]
（１）-ウ　生徒の「自分は掃除に積極的に取り組んでいる」80％以上 [58.3％]
また、校外学習や修学旅行等での工夫


（２）-ア　ボランティア活動等に150人以上の生徒が参加 [ 600名 ]
（２）-イ　生徒の「普段から遅刻しないよう心掛ける」90％以上 [79.5%]
遅刻者数の10％減少 [6,646名]
（２）-ウ　行事運営に100人以上の生徒が関与するとともに生徒の「学校へ行くのが楽しい」70％以上 [58.9%]
（２）-エ　各種事業の継続実施 [12事業]





（３）-ア　施設の老朽化に伴う未改修箇所を減少させるとともに迅速な対応を行う。また、計画的な整備を行う



（３）-イ　防災について学習する機会を年２回実施する

	
（１）－ア
生徒「悩みや相談に親身になって…」[66.8％]（△）
保「保護者の相談について適切に応じてくれる」[88.1％]（〇）
（１）－イ
部活動加入率[14.7％]（73人）（△）
（１）－ウ
「掃除…」の項目は自己診断より削除、

（２）－ア　ボランティア活動および地域連携の活動には延べ250名の生徒が参加した。（〇）
（２）－イ　遅刻の項目は削除、代わって「生活規律や学習規律などの基本的習慣の確立に力を入れている」[68.0％]（△）
（２）－ウ　体育祭の運営に関わった生徒が184名、文化祭の運営に関わった生徒が42名、合計延べ226名が経営に関わった（〇）
学校教育自己診断「学校へ行くのが楽しい」が63.3％（△）

（３）-ア　年度当初より計画していた特別教室棟の防水、壁面回収等の大規模改修は次年度以降に順延、ブロック塀のフェンス化と体育館の空調施設は工事完了（－）
（３）－イ　６月には火災を想定した避難訓練を実施、１１月はコロナ感染防止のため各クラスでクイズ形式の防災教育を実施。


	２地域やグローバルな社会を『たくましく生き抜く力』
　　　　　　　の基となる「確かな体力と学力」の定着
	
（1） 「学ぶ楽しさ」
「わかる喜び」生徒のやる気を引き出す。







（2） 生徒に「知能・
技能」「思考力・判断力・表現力」の育成。


	
（１）ア　「学校経営推進費」事業等を活用しICT環境整備に努めるとともに「学ぶ楽しさ」「わかる喜び」を味わえる、本校に適した授業方法を研究する。

イ　各授業や講習、補習の充実を図りながら、基礎基本の定着に努める。




（２）ア　総合的な学習の時間が進路指導に結びつくよう基礎学力、教養を身に付けさせる。
イ　担任、学年団及びPTA等の協力を仰ぎながら英検等の資格試験を推奨する。
ウ　授業規律を大切にした「考える」「まとめる」「発表する」参加体験型のアクティブラーニングを踏まえて教え方を研究する。
	・学校教育自己診断
（１）ア　「学校経営推進費」事業等を活用しICT環境整備（全ホームルーム教室）に努めるとともに「学ぶ楽しさ」「わかる喜び」を味わえる、本校に適した授業方法を研究する。
（１）イ　放課後、夏・冬の休業中に計画的で効果的な講習、補修の実施に努める。




（２）-ア　生徒の「総合学習は進路に結びついている」70%以上 [55.2%]
（２）-イ　英検の受検者数を30名増加 [17名]
（２）-ウ　生生の「教え方にさまざまな工夫をしている先生が多い」75％以上 [67.1%]

	
（１）-ア　新課程実施に向けた三観点別評価の試行と併せた授業の改善を各教科で実施。（〇）


（１）-イ　７月より３年生看護学校希望者の講習を実施するとともに、12月から大原簿記専門学校との連携で簿記検定講習を実施（〇）


（２）-ア「学校は進路についての情報を知らせてくれる」82.5％（〇）質問項目変更
（２）―イ　英検の受験者13名（△）
（２）-ウ「教え方に工夫をしている先生が多い」72.1％（〇）

	３将来の生き方をデザインし、
　　　　　　自ら学び続けることができる生徒の育成　
	（1） キャリア教育
プランの実行。

















（2） アセスメント
の活用。


（３）　入学前から生き方プランを考える機会を提供する。
	（１）ア　１年次より系統立てて、生徒個々が将来
の生き方を考える機会を与える。
イ　大学等オープンキャンパス、インターンシップ、職場体験、看護体験等への参加を促す。



ウ　「学力向上のためのプロジェクトチーム」を再編成する。また、進路意識の高い生徒の学習の場を保障するため進学者向け講習会や合宿等を検討する。
エ　「進路だより」等を継続して、生徒や保護者への情報の提供を行う。






オ　粘り強い指導を続け進路未決定者を減少させる。

（２）ア　アセスメントの結果を個人面談や進路ホームルーム等で用いることにより、生徒は自分の基礎教養の定着度や「個々の弱み強み」を知る。
（３）ア　将来の生き方をデザインし、本校で頑張りたい、と思う生徒が入学できるように広報活動の諸条件を整備する。
イ　「スポーツフェスティバル　in イズトリ」実行委員会で本校に合致した内容を検討し充実を図る。
	（１）-ア　生徒の「将来の進路や生き方について考える機会がある」75％以上 [63.8%]
（１）-イ　大学等オープンキャンパスで100名を超え、インターンシップ等への参加者の10%増加（R２年 実績なし）


（１）-ウ　進学希望者への対応。また、大学、短大進学者数の10%増加 [54名]


（１）-エ　生徒の「先生は進路についての情報をよく知らせてくれる」85％以上 [62.6%]
保護者の「学校は進路についての情報をよく知らせてくれる」70％以上 [59.9%]

（１）-オ　進路未決定者率の５％減少 [４名]


（２）-ア　個人面談は年３回、進路ホームルーム
では年１回、結果を活用する。

（３）-ア　オープンスクール参加中学生の５％増加 [ 160名 ]及びイズトリだよりを発行する。

（３）-イ　スポーツフェスティバルの参加中学生
数の３％増加 [未実施]
	（１）-ア「将来の進路や生き方について考える機会がある」
　　80.4％（〇）
（１）-イ　オープンキャンパス172名（〇）
インターンシップはコロナ禍で未実施（－）
（１）-ウ　大学・短大進学者25名（△）ただし、国立大学1名現役合格（和歌山大学）

（１）-エ　生徒の「学校は進路についての情報をよく知らせてくれる」82.5%（△）
保護者の「進路指導で家庭との意思疎通をきめ細かく行っている」77.2%
（〇）
（１）-オ　進路未決定者は11名（△）
（２）-ア　個人面談および進路ホームルームは計画通り（〇）

（３）-ア　オープンスクール参加者数170名（〇）

（３）-イ　スポーツフェスティバルはコロナ禍により未実施（－）

	４自ら学び続ける教師集団の確立
	（１）　授業改善のための学び合い。












（２）　教員や保護者が本校生徒、学校の実情を知る。

	（１）ア　年３回以上の研修会を開催する。




イ　近隣の学校、教員等とも連携をとり、得た情報や知識を報告する機会を設けその成果を共有する。


ウ　授業見学の機会を増やすことにより、自己の授業改善に活かす。

エ　全国等で開催される講演・研修会や先進的な取組みをする学校・PTA・部活動等に出向き研修する。
（２）ア  経験の少ない教員と経験豊かな教員との情報交換をする場を定期的に設ける。

イ　「学力向上のためのプロジェクトチーム」の提言を取り入れていく。

ウ　教員は、生徒等の実情を理解する。言葉遣いや丁寧な対応で、人権を尊重しながら適切に対処する。

	（１）-ア　研修会を開催し資質向上に努める。教員の「研究授業を定期的に実施している」20％以上 [7.0%]


（１）-イ　学期ごとに１名以上が報告



（１）-ウ　生徒の「他の先生が授業を見学に来ることがある」70％以上 [52.6%]

（１）-エ　管外研修等を５人以上が実施する。

（２）-ア　教員の「経験の少ない教員と経験豊かな教員の交流を定期的に実施」70％以上[59.0%]
（２）-イ　教員の「学校教育計画・学校経営計画の重点目標に照らして目標を設定し教育活動を行う」85％以上 [79.6%]
（２）-ウ　保護者の「先生は一社会人として適切な対応ができている」75％以上 [69.4％]

	（１）-ア　教職員向け研修会は今年度３回実施（〇）研究授業の項目は削除し、「教育活動における問題意識、悩みの相談ができる人間関係」が94.4%（〇）
（１）-イ　中学校訪問、せんしゅう人権ユースフォーラム実行委員会等を通じて情報収集し、職員会議等で報告、学期に１度以上の報告（〇）
（１）-ウ　生徒の「他の先生が授業を見に来ることがある」57.6％（△）
（１）-エ　コロナ禍のため自粛（－）
（２）-ア　教員の「若手教員と先輩教員の交流を定期的に実施している」63.9％（△）
（２）-イ　教員の「学校経営計画に照らして目標を設定し教育活動を行っている」86.1%（〇）
（２）-ウ　保護者の「先生は教育活動で人権尊重の姿勢で指導に当たっている」84.8％（〇）







